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こ
れ
ら
の
精
神
を
規
範
と
し
て
心
身

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
形
成
を

目
指
す
と
い
う
、
大
事
な
側
面
を
持

っ
て
お
り
、
学
校
教
育
で
目
標
と
す

る
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
に
寄

与
で
き
る
と
信
じ
る
も
の
で
す
。

　
必
修
化
に
向
け
た
気
運
は
、
空
手

道
の
各
専
門
分
野
で
高
ま
っ
て
お
り
、

全
日
本
空
手
道
連
盟
（
以
下
、
全
空

連
）、
日
本
武
道
館
、
全
国
高
体
連
空

手
道
部
、
全
国
中
学
校
空
手
道
連
盟

（
以
下
、
中
空
連
）
の
共
催
で
開
か
れ

て
い
た
全
国
高
等
学
校
・
中
学
校
空

手
道（
部
活
動
）指
導
者
研
修
会
で
は
、

平
成
21
年
度
に
田
中
康
志
先
生
（
前

神
奈
川
県
横
須
賀
市
立
武
山
中
学
校

長
）
が
「
中
学
校
指
導
実
践
法
」
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

武
道
学
会
空
手
道
専
門
分
科
会
に
お

い
て
も
中
学
校
空
手
道
教
育
の
研
究

内
容
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
空
手
道
発
祥
の
地
沖

縄
県
で
は
、
県
の
伝
統
文
化
と
し
て
、

空
手
道
が
長
年
、
学
校
教
育
と
深
い

関
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
教

育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
独
自

の
指
導
手
引
な
ど
の
作
成
に
あ
た
っ

て
き
ま
し
た
。

　
全
空
連
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
、

実
践
の
成
果
を
も
と
に
、
学
校
教
育

に
活
用
で
き
る
指
導
資
料
の
作
成
や

教
育
現
場
で
の
空
手
道
の
普
及
を
目

指
し
て
、
日
本
武
道
館
、
日
本
武
道

協
議
会
の
ご
指
導
の
も
と
に
各
分
野

の
研
究
者
に
よ
る
「
中
学
校
武
道
授

業
（
空
手
道
）
指
導
法
研
究
事
業
」

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
中
空
連
役
員
で
も
あ
る

中
学
校
教
育
関
係
者
を
は
じ
め
、
日

本
武
道
学
会
、
学
識
経
験
者
な
ど
で

編
成
さ
れ
た
作
成
委
員
に
よ
り
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県
の
地
域

の
実
情
も
踏
ま
え
、
平
成
22
年
8
月
、

中
学
校
体
育
実
技
指
導
資
料
と
し
て

『
空
手
道
指
導
の
手
引
』（
以
下
、手
引
）

を
日
本
武
道
館
と
共
同
し
て
作
成
し

ま
し
た
。

　
学
校
現
場
で
は
、
手
引
の
中
で
紹

　
空
手
道
は
、「
礼
」
と
「
節
」
の
精

神
を
基
盤
と
し
、
技
と
心
を
修
練
す

る
武
道
で
す
。「
礼
」と
は
、人
を
敬
い
、

人
に
感
謝
し
、
社
会
秩
序
を
保
つ
理

念
で
あ
り
、「
節
」
と
は
、
善
悪
の
判

断
が
で
き
、
自
己
を
律
す
る
節
度
を

い
い
ま
す
。
空
手
道
を
学
ぶ
こ
と
は
、
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学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
中
学
校
で
も
新
し

い
教
育
課
程
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
ま
で
の
移
行
期
間

で
は
、
文
部
科
学
省
の
通
知
等
に
よ
り
適
切
な
移
行
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ

か
、
先
行
実
施
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
移
行
す
る
こ
と

を
ね
ら
う
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
武
道
を
学
ぶ
意
義
が
見
直
さ
れ
、
必
修
化
に
向
け
た
流
れ
の
中
で
、
空
手
道

関
係
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
必
修
武
道
と
し
て
空
手
道
が
採
択
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
し
、
研
究
・
実
践
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

指
導
教
本
の
ね
ら
い
と
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
　
空
手
道河

野
　
匡
宏

㈶
全
日
本
空
手
道
連
盟
常
任
理
事
・『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
作
成
委
員
、

北
海
道
空
手
道
連
盟
理
事
長
、
北
海
道
北
広
島
市
立
東
部
中
学
校
校
長

日本武道館・全日本空手道連盟発行
『空手道指導の手引』（Ａ４判、68頁）
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Ⅰ 空手道の特性とねらい
１　武道・スポーツとしての空手道
２　空手道の特性

Ⅱ 空手道の指導計画
１　指導計画作成上の留意点
２　空手道の特性に触れさせる指導の充実
３　単元計画作成上の留意点
４　各学年の単元計画
５　評価規準と単元計画例
６　学習場面における学びの姿
７　学習技能一覧
８　指導と評価の計画

Ⅲ 空手道の学習指導の展開
１　第１学年及び第２学年（必修）学習指導案
２　第３学年 学習指導案

Ⅳ 礼法・基本技術とその練習法
１　礼法とその練習法
２　基本技術とその練習法
３　中学生指導のための基本形

資料（抜粋）
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介
し
た
以
下
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が

ら
授
業
を
進
め
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

◇
単
元
計
画
の
作
成
に
つ
い
て

　
空
手
道
の
学
習
指
導
を
効
率
よ
く

展
開
す
る
た
め
に
は
、
地
域
や
学
校

の
実
態
、
生
徒
の
心
身
の
発
達
段
階

を
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
中
学
校
３
年
間
を
見
通

し
た
上
で
目
標
や
内
容
を
的
確
に
定

め
、
調
和
の
と
れ
た
具
体
的
な
指
導

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
手
引
で
は
、
資
料
1
の
よ
う
に
各

学
年
の
展
開
を「
基
本
動
作
」「
形
」「
組

手
」「
団
体
形
」
に
分
け
、
状
況
に
あ

わ
せ
て
「
形
」「
組
手
」
ど
ち
ら
を
先

に
学
ん
で
も
よ
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

生
徒
の
興
味
・
関
心
や
安
全
に
十
分

配
慮
し
な
が
ら
指
導
内
容
を
明
確
に

し
た
単
元
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

◇
「
中
学
生
指
導
の
た
め
の
基
本
形
」

の
設
定

　
空
手
道
に
は
多
く
の
流
派
、
会
派

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
初
級
か
ら
上

級
に
至
る
「
形
」
を
有
し
て
お
り
ま

す
。
手
引
で
は
、
沖
縄
県
教
育
委
員

会
が
発
刊
す
る
『
学
校
体
育
に
お
け

る
空
手
道
指
導
の
手
引
き
』
に
あ
る

「
普
及
形
Ⅰ
」
を
参
考
と
し
、「
前
屈

立
ち
」「
中
段
順
突
き
」「
上
段
受
け
」

「
下
段
受
け
」
だ
け
の
構
成
と
し
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
授
業
時
間
で
も
比
較

的
習
得
が
可
能
な
内
容
で
あ
る
こ
と

と
、
流
派
の
違
う
指
導
者
の
方
々
に

も
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

留
意
し
ま
し
た
。
た
だ
、
手
引
で
紹

介
し
た
形
は
、
あ
く
ま
で
も
例
示
で

す
の
で
、
生
徒
の
実
態
や
時
間
数
、

指
導
者
の
経
験
等
を
考
慮
し
な
が
ら

内
容
を
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

オリエンテーション

◇基本知識

　歴史、特性、礼法、立ち方、突き、前屈立ちでの移動、空手道衣の扱い方など

単元の展開パターン学年 時間

１
学
年
及
び
２
学
年（
必
修
）

２

３

４

５

６

1

７

８

９

10

11

12

２
学
年（
必
修
）も
し
く
は
３
学
年（
選
択
）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

基　本　動　作

◇受け技の基本動作

　姿勢、前屈立ちでの移動、上半身と下半身の一致、上段受け、下段受け

◇攻撃技の基本動作

　姿勢、上半身と下半身の一致、前屈立ちでの突き、前屈立ちでの前蹴り攻撃部位

団　体　形

◇基本となる技

　〈受け技〉下段受け、上段受け　〈攻撃技〉中段順突き

◇個人による基本形の練習

　グループで互いに協力しながら基本形を行う

◇団体による基本形の練習

　グループで互いに声かけをしながら、全員で合わせた（シンクロさせた）演武を行う

◇団体による基本形の発表

　発表を通して自己表現する楽しさを味わう

形　練　習

◇基本動作と形の関連

◇基本となる技

　〈受け技〉下段受け、上段受け

　〈攻撃技〉中段順突き

◇個人による基本形の練習

　グループで互いに協力しながら基本形を行う

組　手　練　習

◇基本動作と組手の関連

◇基本となる技

　〈受け技〉上段受け、下段受け

　〈攻撃技〉上段順突き、中段順突き

◇ペアによる基本組手の練習

　ペアで互いに協力しながら基本組手を行う

組　手　練　習

◇基本動作と組手の関連

◇基本となる技

　〈受け技〉上段受け、下段受け

　〈攻撃技〉上段順突き、中段順突き

◇ペアによる基本組手の練習

　ペアで互いに協力しながら基本組手を行う

形　練　習

◇基本動作と形の関連

◇基本となる技

　〈受け技〉下段受け、上段受け

　〈攻撃技〉中段順突き

◇個人による基本形の練習

　グループで互いに協力しながら基本形を行う

（資料１）各学年の単元計画ー 24 時間の具体例ー（手引 p.6）

中学校武道授業（空手道）指導法研究事業で「普及形Ⅰ」の練習を行う中学生。限ら
れた授業時間でも比較的習得が可能であることがわかった

大会名入り
選手名入り道着型ストラップ
タオル・手拭い
日本武道館　記念品総販売元
株式会社　光洋商事

神奈川県相模原市南区相模台4-13-17　TEL：042-742-6403　FAX：042-744-2964

日本武道館西口売店
全日本少年少女武道錬成大会記念販売
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１　領　　　域　「武　　　道」

２　単　　　元　「空　手　道」

３　対　　　象　中学校第１学年または第２学年（空手道を初めて学習する生徒）

４　指導時間数　12 単位時間

５　単元の目標

　　（１）技ができる楽しさや喜びを味わい、相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を用いて基本形を演武す

　　　　ることができる。

　　（２）空手道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、分担した役

　　　　割を果たそうとすることなどや、技を当てないなど健康・安全に気を配ることができるようにする。

　　（３）空手道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解し、課題に

　　　　応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。

６　評価規準

運動への関心・意欲・態度

単
元
の
評
価
規
準

学
習
活
動
に
お
け
る
具
体
の
評
価
規
準

運動についての思考・判断 運動の技能 運動についての知識・理解

空手道の特性や成り立ち

に関心をもち、技ができ

る楽しさや喜びを味わう

ように進んで取り組もう

とする。また、空手道に

積極的に取り組むととも

に、相手を尊重し、伝統

的な行動の仕方を守ろう

とすること、分担した役

割を果たそうとすること

などや、技を当てないな

ど健康・安全に気を配ろ

うとする。

課題に応じた練習の仕方

や運動の取り組み方を工

夫している。

相手の動きに応じた基本

動作や基本となる技を用

いて基本形を演武するこ

とができる。

空手道の特性や成り立

ち、伝統的な考え方、技

の名称や行い方、関連し

て高まる体力などを理解

し、知識を身につけてい

る。

①礼儀正しい態度で関心

をもって学習に臨み、

空手道を学ぼうとす

る。

②新しい技を習得する喜

びを味わい、空手道を

楽しもうとする。

③練習や簡易な試合にお

いて、ルールや禁止事

項を守り、自他の安全

に留意して行動しよう

とする。

①技を習得するための課

題を見つけ、練習や試

合の仕方を選択してい

る。

②仲間と協力し、考え、

教えあいながら、課題

の解決に向けた方法を

見つけている。

③簡易な試合を通して自

分の課題を発見してい

る。

①受け技と関連する基本

動作ができる。

②攻撃技と関連する基本

動作ができる。

③基本となる技を施すこ

とができる。

①空手道の歴史や特性、

礼法の重要性について

書き出している。

②基本動作の重要性と方

法について言ったり書

き出したりしている。

③基本となる技の名称を

あげている。

④簡易な試合での試合の

方法やルールについて

言ったり書き出したり

している。

（資料２）単元の目標と評価規準（手引 p.7）◇
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
（
形
）

　
手
引
で
は
、
一
例
と
し
て
「
基
本

動
作
」
か
ら
「
形
」
の
習
得
を
目
指

し
た「
評
価
規
準
と
単
元
計
画
例
」（
資

料
２
）
を
示
し
ま
し
た
。
形
の
指
導

は
形
式
美
を
伝
承
し
、
精
神
力
を
養

い
、
機
敏
な
運
動
能
力
を
高
め
、
体

力
を
増
進
さ
せ
る
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
形
の
競
技
会
形
式
に
よ
り
、
互

い
に
競
技
規
則
を
守
り
、
相
手
を
尊

重
し
、
公
正
な
態
度
で
、
安
全
に
競

技
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
単
に
技
能
の
競
い
合
い
に

よ
る
勝
利
の
喜
び
を
求
め
る
だ
け
で

な
く
、
形
の
は
じ
め
と
終
わ
り
に
行

う
礼
法
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
伝
統

的
な
行
動
の
仕
方
を
身
に
付
け
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
に
触
れ
な
が
ら
、

空
手
道
の
よ
さ
を
体
得
さ
せ
る
こ
と

を
考
慮
し
、「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」「
思

考
・
判
断
」「
技
能
」「
知
識
・
理
解
」

の
、
4
つ
の
観
点
に
お
け
る
評
価
規

準
を
設
定
し
ま
し
た
。

◇
言
語
活
動
の
充
実

　
学
習
指
導
要
領
の
総
則
、
教
育
課

程
編
成
の
一
般
方
針
に
あ
る
と
お
り
、

生
徒
の
発
達
段
階
を
考
慮
し
て
、
言

語
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
学
校

教
育
の
現
場
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

武
道
の
学
習
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
思
考
力
・
判
断

力
等
を
育
成
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ

学
習
を
基
本
に
、
学
習
ノ
ー
ト
を
活

用
し
な
が
ら
、
筋
道
を
立
て
て
練
習

す
る
な
ど
、
互
い
に
話
し
合
う
活
動

を
重
視
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。

◇
試
合
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
で
は
、
勝
者
が

そ
の
喜
び
を
敗
者
の
面
前
で
過
大
に

表
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
武

道
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
慎
む
べ

き
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
相
手
に
対

す
る
思
い
や
り
が
、
き
わ
め
て
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
武
道
に
お
け
る
試
合
を
行
う
者
の

関
係
は
、「
道
」（
人
間
と
し
て
の
生

き
方
、
在
り
方
）
を
共
に
学
び
合
う

仲
間
同
士
で
あ
り
、
敵
と
味
方
と
い

う
対
立
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

試
合
が
成
立
し
た
の
は
、
共
に
学
び
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【対象生徒】

　◇北広島市立東部中学校

　　１年生　　135 名（男子 78 名・女子 57 名）

　　２年生　　128 名（男子 69 名・女子 59 名）　　合計　263 名

１　あなたは、平成 24 年度から中学校の体育の学習で武道を行うことを知っていますか。

２　「武道」にはどんな種目があるか、知っているものをすべて書いてください。

※その他は、知らない、太極拳、キックボクシング、柔術、テコンドー、ボクシング、カンフー、フェンシングの合計

３　東部中学校で「武道」をおこなうとしたら、どんな種目がよいか、ひとつだけ書いてください。
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31

28
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（資料３）保健体育科アンケート（集計結果）
平成 22 年 9 月 22 日実施

合
う
相
手
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
互
い

の
目
標
は
「
道
」
を
極
め
る
こ
と
で

あ
っ
て
、
試
合
の
勝
敗
に
こ
だ
わ
る

あ
ま
り
、
前
述
の
よ
う
な
行
き
過
ぎ

た
行
動
を
す
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
、

教
育
現
場
で
は
特
に
そ
の
よ
う
な
考

え
方
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。

　
そ
の
上
で
、
試
合
は
段
階
に
応
じ

た
「
試
し
合
い
」
と
し
て
、
習
熟
の

程
度
に
応
じ
た
ル
ー
ル
を
工
夫
し
、

簡
易
な
試
合
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
試
合
に
お
け
る
審
判
は
、

共
に
学
び
合
う
仲
間
と
し
て
生
徒
同

士
に
よ
り
行
わ
せ
、
判
定
規
準
を
も

と
に
公
平
公
正
に
行
う
こ
と
を
学
習

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
形
の
判
定
規
準
の
参
考
と
し
て
、

全
空
連
競
技
規
定
「
形
競
技
　
第
５

条
…
判
定
規
準
」（
抜
粋
）
を
以
下
に

示
し
ま
す
。

　
形
競
技

　
第
５
条
…
判
定
規
準
（
抜
粋
）

▽
形
の
理
解
度

▽
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
、
リ
ズ
ム
、
ス

ピ
ー
ド
、
バ
ラ
ン
ス
、
極
め

▽
着
眼
及
び
集
中
力

▽
適
切
な
足
の
緊
張
を
伴
う
正
確
な

立
ち
方

▽
腹
部
の
適
度
な
緊
張
、
ま
た
、
腰

の
上
下
の
動
き
が
な
い
こ
と

◇
授
業
実
践
へ
の
取
組

　
筆
者
が
校
長
を
務
め
る
北
海
道
北

広
島
市
立
東
部
中
学
校
で
は
、
平
成

22
年
、
手
引
の
完
成
に
合
わ
せ
、
そ

の
内
容
を
も
と
に
授
業
の
実
践
を
試

み
ま
し
た
。
文
科
省
委
託
事
業
の
「
中

学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
地
域
連

携
指
導
実
践
校
事
業
」
の
研
究
指
定

を
受
け
、
１
年
生
男
子
80
名
を
対
象

に
８
時
間
の
空
手
道
の
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
北
海
道

空
手
道
連
盟
と
連
携
し
た
外
部
指
導

者
の
導
入
を
は
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ

る
視
聴
覚
教
材
の
活
用
、
学
習
ノ
ー

ト
の
活
用
に
よ
る
学
習
の
振
り
返
り

な
ど
、
一
定
の
成
果
を
得
て
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
詳
細
は
、

本
誌
２
０
１
１
年
５
月
号
「
武
道
授

業
実
践
の
概
要
紹
介
」
参
照
）。

　
こ
れ
ら
の
成
果
や
課
題
を
整
理
し

な
が
ら
、
本
年
度
も
引
き
続
き
研
究

指
定
を
受
け
、
来
年
度
の
本
格
実
施

に
向
け
実
践
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
１
年
生
男
女
137
名
を
対
象
と

し
、
男
女
共
習
の
可
能
性
も
検
証
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　
昨
年
度
、
空
手
道
の
授
業
を
行
う

に
あ
た
っ
て
、
本
校
１
・
２
年
生
の

生
徒
に
武
道
に
つ
い
て
の
意
識
調
査

を
行
っ
て
み
ま
し
た
（
資
料
３
）。
そ

の
中
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
武
道
が

保
健
体
育
で
必
修
に
な
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
生
徒
は
、
37
％
程
度
で
し

た
。
ま
た
、
見
聞
き
し
た
こ
と
の
あ

る
武
道
種
目
は
、
80
％
以
上
の
生
徒

が
「
剣
道
」「
柔
道
」「
空
手
道
」
と

答
え
ま
し
た
。
ど
の
種
目
を
行
い
た

い
か
と
の
問
い
に
は
、「
剣
道
」
と
「
空

手
道
」
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
度
か
ら
は
全
国
の
中
学
校
で
、

意
欲
的
で
な
い
生
徒
も
含
め
す
べ
て

の
生
徒
が
武
道
を
学
習
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ど
の
武
道
種
目
を
実
施

す
る
か
は
、
各
学
校
に
お
い
て
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
１
・

2
年
生
の
必
修
武
道
で
興
味
を
示
さ

な
い
生
徒
が
、
3
年
生
の
選
択
で
さ

ら
に
武
道
を
選
択
す
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
武
道
に
対
す
る
生
徒
の
学
習

意
欲
を
出
来
る
だ
け
高
め
る
た
め
に

も
、
学
校
は
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等

の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
施
設

北海道北広島市立東部中学校での授業（形試合）の様子

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７お
わ
り
に

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

必
修
化
に
向
け
た
全
空
連

の
取
組

充
実
し
た
空
手
道
の
授
業

を
展
開
す
る
た
め
に

授
業
の
進
め
方
と

手
引
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

『
空
手
道
指
導
の
手
引
』

作
成
の
経
緯
と
ね
ら
い

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）
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や
用
具
、
指
導
者
、
安
全
面
な
ど
を

考
慮
し
、
継
続
的
に
学
習
で
き
る
種

目
を
選
ぶ
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

ま
す
。

◇
外
部
指
導
者
の
活
用

　
自
校
の
教
員
の
み
で
武
道
の
指
導

を
行
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
よ
い
の
で

す
が
、
現
状
で
は
す
べ
て
の
学
校
で

そ
れ
が
可
能
と
な
る

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ど
の

保
健
体
育
科
教
員
も

自
身
の
専
門
競
技
以

外
の
種
目
を
学
習
の

中
で
指
導
し
て
い
ま

す
。

　
各
武
道
団
体
で

は
、
指
導
者
研
修

会
な
ど
が
行
わ
れ
て

お
り
、
教
員
が
そ
れ

ら
の
研
修
会
に
参
加

し
、
武
道
の
指
導
技

術
を
高
め
、
自
ら
授

業
を
進
め
る
こ
と
も

可
能
で
は
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
伝
統

的
な
行
動
様
式
や
文

化
を
伝
え
る
学
習
で

あ
る
こ
と
や
、
安
全

面
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
専
門
的
知
識
や

技
能
を
持
ち
合
わ
せ
た
外
部
指
導
者

の
活
用
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
外
部
指
導
者
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
学
習
指
導
の
プ
ロ
で
あ
る
教
員

と
武
道
専
門
家
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
り
、
授
業
に
お
け
る
役
割
の
分

担
と
協
力
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
各
武
道
団
体
は
、
教
員
に

指
導
者
研
修
会
の
場
を
提
供
す
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
学
校
教
育
に
深
い

理
解
と
指
導
力
を
有
し
た
有
資
格
者

を
外
部
指
導
者
と
し
て
派
遣
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
例

え
ば
、
筆
者
が
所
属
す
る
北
海
道
空

手
道
連
盟
で
は
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を

考
慮
し
な
が
ら
、
全
空
連
の
公
認
段

位
と
日
体
協
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
資
格
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
外
部

指
導
者
を
推
薦
し
て
い
ま
す
。

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成

　
手
引
の
作
成
と
共
に
、
国
際
武
道

大
学
助
教
の
井
下
佳
織
先
生
の
ご
協

力
に
よ
り
中
学
校
体
育
実
技
指
導
映

像
資
料
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
。
学
習
の
中
で
活
用
で
き
る
視
覚

教
材
と
し
て
有
効
な
も
の
で
す
。
手

引
と
合
わ
せ
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

※
現
在
、
全
空
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.karatedo.co.jp/
jkf/

）
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
（.

定
価
＝
１
０
０
０
円
〔
税
込
み
、

送
料
別
〕。「
空
手
道
　
中
学
校
武
道

必
修
化
に
つ
い
て
」
の
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
）。

◇
『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
の
頒
布

　
平
成
22
年
８
月
27
日
に
初
版
一
万

部
を
発
行
、
各
都
道
府
県
連
を
始
め

と
し
た
関
係
機
関
に
配
布
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
指
導
者
講
習
会
等
で
も

活
用
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
同
様

に
全
空
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
求
め

の
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
は
現
在
、
送
料
を
含
め
て
無
償

提
供
し
て
お
り
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

㈶
全
日
本
空
手
道
連
盟
事
務
局

電
話
０
３
―
５
５
３
４
―
１
９
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
５
３
４
―
１
９
５
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.karatedo.
co.jp/jkf/

◇
指
導
者
研
修
会
の
開
催

　
全
空
連
で
は
、
中
学
校
や
高
等
学

校
の
指
導
者
を
対
象
に
各
種
の
講
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
全
国
高
等
学
校
・
中
学
校
空
手
道

（
部
活
動
）
指
導
者
研
修
会
に
代
わ
り
、 

「
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
」（
主

催
＝
日
本
武
道
館
、
全
空
連
、
高
体

連
空
手
道
部
、
中
空
連
）
を
行
い
、

中
学
校
武
道
必
修
に
備
え
た
教
科
体

育
「
空
手
道
」
の
理
解
を
深
め
、
指

導
者
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
文
部
科
学
省
と
の
共
催
に

よ
る
「
学
校
空
手
道
実
技
指
導
者
講

習
会
」
も
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
平
成
24
年
2
月
、
長
野
県

で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て

も
、
同
様
の
講
習
会
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

武
道
教
育
に
関
わ
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　
中
学
校
に
お
け
る
武
道
必
修
化
に

あ
た
り
、
学
校
教
育
の
現
場
で
中
学

生
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も

重
要
な
こ
と
は
「
徳
育
の
涵
養
」
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
た
し
か
に
、
空

手
道
の
技
術
の
習
得
は
と
て
も
大
切

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
極

め
て
高
い
人
格
の
完
成
を
目
指
し
て
、

正
義
感
、
道
徳
心
、
克
己
心
、
勇
気

を
身
に
付
け
、
他
を
思
い
や
り
、
節

度
と
調
和
の
と
れ
た
人
間
を
創
造
す

る「
心
の
教
育
」が
さ
ら
に
大
切
で
す
。

　
手
引
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
多

く
の
関
係
機
関
、
諸
先
生
に
ご
指
導
、

ご
協
力
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
手
引
を

も
と
に
、
実
り
あ
る
空
手
道
の
授
業

が
数
多
く
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７お
わ
り
に

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

必
修
化
に
向
け
た
全
空
連

の
取
組

充
実
し
た
空
手
道
の
授
業

を
展
開
す
る
た
め
に

授
業
の
進
め
方
と

手
引
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

『
空
手
道
指
導
の
手
引
』

作
成
の
経
緯
と
ね
ら
い

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７お
わ
り
に

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

必
修
化
に
向
け
た
全
空
連

の
取
組

充
実
し
た
空
手
道
の
授
業

を
展
開
す
る
た
め
に

授
業
の
進
め
方
と

手
引
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

『
空
手
道
指
導
の
手
引
』

作
成
の
経
緯
と
ね
ら
い

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

中
学
校
体
育
実
技
指
導
映
像
資
料
Ｄ
Ｖ
Ｄ

（
定
価
＝
１
０
０
０
円
〔
税
込
み
、
送
料
別
〕）

内
容
＝
礼
法
、立
ち
方
、前
進
（
前
屈
立
ち
）、

受
け
、
突
き
、
蹴
り
、
基
本
形
、
約

束
組
手

第１回空手道指導者研修会の様子




